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自己負担割合 区分 判定基準

３割 現役並み所得者 住民税課税所得が145万円以上の被保険者および
世帯の被保険者

２割 一定以上所得が
ある人

①�同一世帯に被保険者が１人…住民税課税所得
28万円以上かつ年金収入＋その他の合計所得
金額が200万円以上
②�同一世帯に被保険者が２人以上…住民税課税所

得28万円以上かつ年金収入＋その他の合計所
得金額が320万円以上

１割 一般所得者／
低所得者

２・３割負担に該当しない被保険者または世帯全
員の住民税が非課税の被保険者

所得区分は群馬県後期
高 齢 者 医 療 広 域 連 合
ホームページ（https://
www.gunma-kouiki.jp/）
でご覧いただけます。

●マイナ保険証への移行に伴う被保険者証の取り扱いについて

●�令和８年８月更新では、以下の判定条件のいずれかに当てはまる人には、７月中に
資格確認書が郵送されます（年齢判定基準日は令和８年８月１日）

●●保険医療機関などの窓口で一部負担金の金額を自己負担限度額までに抑える方法について保険医療機関などの窓口で一部負担金の金額を自己負担限度額までに抑える方法について
・マイナ保険証をお持ちの場合…保険医療機関などの受け付け時にマイナ保険証を提示する
・マイナ保険証をお持ちでない場合…限度区分が併記された資格確認書を提示する
■注意事項
・限度区分が確認できる保険医療機関などの窓口で同意した場合、限度区分の併記がない資格確認書
の提示でも限度区分が適用されます
・高額な支払いが見込まれる人で、マイナ保険証をお持ちでない人は申請が必要です（前年度に限度
区分が併記された資格確認書をお持ちの人には、申請なしで有効期限が令和９年７月31日㈯までの
限度区分が併記された資格確認書を送付します）
・入院時の食事代は、保険医療機関などで限度区分の確認ができないと減額の対象になりませんので
ご注意ください
・長期入院による食事代の減額を受けるためには事前に申請が必要です

※詳しくは、群馬県後期高齢者医療広域連合（☎027・256・7171）または国保年金課（内線509）へ。

①85歳以上の被保険者
②84歳以下の被保険者で次の条件のいずれかを満たす人
・令和８年６月12日現在、マイナ保険証を保有していない人
・令和８年６月12日現在、資格確認書の継続交付申請が済んでいる人
・マイナ保険証の利用回数が令和７年５月～令和８年４月の間で６回未満の人
・マイナ保険証を令和８年２月～４月の間で利用していない人
※上記の条件に該当しない人には「資格情報のお知らせ」を送付します。

これまでの流れ 令和６年12月２日に、後期高齢者医療被保険者証の新規発行が終了
し、マイナ保険証を基本とする仕組みに移行しました。

経過措置
（令和８年７月末まで）

後期高齢者については、被保険者全員に「資格確認書」を交付してい
ます。

今後の方針
（令和８年８月以降）

年齢や過去のマイナ保険証の利用実績に基づき、資格確認書の交付判
定基準が見直されます。

後期高齢者医療資格確認書後期高齢者医療資格確認書の更新の更新


